
身代わりロボットでどこへでも
行ける
遠隔操作でき、自分の体と同じように感覚を共有できる「身代わりロ
ボット」のおかげで、人間の活動範囲の制限がなくなる。仕事の場所
は宇宙から人体の中まで多様化し、旅行は現地のアバターをレンタル
して自宅にいながら楽しむものになるかもしれない。�人で��台以上
のロボットを指揮者のように操作して、大規模なタスクを短時間でこ
なすこともできるようになる。

サイバー・フィジカル空間の
映像アバターでリアルな体験
サイバー空間とフィジカル空間が高度に融合し、多くの人は両方
の空間を行き来しながら生活するようになるだろう。コンサート
やスポーツ観戦は、臨場感が味わえる�D映像アバターで参加する
スタイルが一般的に。人と人との不要な接触を減らしつつ、長距
離移動の負担や時間に縛られることもなく、豊かな体験を得るこ
とが可能となる。

身体、脳の機能を拡張するサイボーグ（義体）技術が普及し、誰もが平等
に仕事や趣味で活躍できるようになる。加齢や病気のために衰えてしまっ
た能力を補って社会参加する人が増えるだけでなく、サイバー空間に保存
されているアーティストの感覚を脳にインストールして、アートの才能を
拡げるような新しい学習方法も登場。脳や身体の制約から解放されて、目
的や夢を無理なくかなえる手段が充実した社会が実現する。

身体・認知・知覚能力を拡張して
充実した人生を

ムーンショット目標１．����年までに、人が身体、脳、空間、時間の制約から解放された社会を実現 

サイバネティック・アバターとは


